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1.問題意識

情報とは何か

情報だけを教えることは可能か。「えぐい、高度すぎる、
答えを教えてくれない」（「学生による授業評価」から）

「ニートの増大」と「学生の知性なき丸暗記」は、産業
界・教育界・青年たちに直面する社会的大問題

「ニートの増大」と「学生の知性なき丸暗記」は双子の
課題
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2.ブログの実践

2-1.ブログ発表の例
2-2.ブログの効果
2-3.ブログツールの選択と設定
2-4.ブログに適した課題
2-5.ブログ利用上の問題
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2-1.ブログ発表の例
9/20の課題ブログの例

課題:秋学期への抱負と本日
の講義の感想を各自のブ
ログに書きなさい。
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7/7課題ブログの例

課題:オフィス事件の判決を
調べて、グループの意
見をまとめなさい。

（自分の意見は、別途
コメントすること）
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2-2.ブログの効果

「見られている」ことの高揚感と緊張—若者に
必要なこと。アイデンティティへの第一歩。

予想外に良く考えた発表。「見られている」こと
の効果。

目標意識（ 「グループの成果発表」 ）を持ちや
すいためにグループ活動が活性化した。

壇上発表の時間がなくとも、壇上発表に次ぐ
効果。
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2-3.ブログツールの選択と設定
ブログツールは、ASP、パッケージなど多数ある。有料・無料があ
る。
無料のツールの怖さ、個人情報収集目的のもの、ハッカーのワナ
など。
「無料」を謳うも、入会金のみ無料で月額使用料は有料が多いの
で注意が必要。
安心できる無料ブログを探すことが大事である。
私が今年度選択したブログツールはウエブリブログ（次葉）。

http://webryblog.biglobe.ne.jp/
・運営主体がビックローブ（NEC）であること。
・TBスパム対策ができる。
設定は、ウエブリブログのオンラインマニュアルで。各自できる。教
師は補助資料（7ページほど）を作成して配布。
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必要な方はメールで申し出てください。お送りいたします。

iihashi@sciencehouse.co.jp
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2-4.ブログに適した課題

発表型

・グループ発表

・個人発表

毎回壇上発表は時間的に難しいので、これに替わる
効果が期待できるものとなる。

感想型

・参加型授業における「タグ」に替わるもの

メールでは、教師だけしか見ていないことが学生の意
欲を掻き立てない限界があった。他人も見ている、と
いうことが若者の励みである。
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2-5.ブログ利用上の問題

情報倫理教育が進まないとブログ利用解禁にはでき
ない。

→春学期の大半を情報倫理の授業に当てたのが今
年の実情である。SNS的ブログ（クローズドユーザ方
式）があれば望ましい。

TBスパム（トラックバックスパム）が襲来する。
→安全対策が必須である。

安全対策を怠った学生のブログの例（次葉）と対策
（次々葉）。
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-13-補足資料で安全対策を促す。



2.情報とは何か

輻輳的に構成される社会組織の内外と相互、人と人、
人と組織は、「影響関係」によって成立している。

「影響関係」とは、互いに変化させ合う関係のことであ
る。自由な独立市民が互いに他を変化させずに言葉
や契約を交換することではない。

「影響関係」は、「情報の交換」によって、成立する。
組織なくして情報なし、情報なくして組織なし。

情報（情報倫理と情報リテラシ）が理解できない学生
たちとは、実は組織が体得できない学生たちである。

社会性の発達阻害が、情報の理解を妨げている。
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国民国家

上部団体、メタ組織

上部団体の上部団
体、メタメタ組織

ユニット（班、グループ）

上部団体、メタ組織

社会は、ネットワークと
メタ組織でできている

ネットワークは、時として
メタ組織の範囲を超えて
ゆく。

メタ組織は、抽象化を経
て、国民国家に統合する。

http://shyosei.cocolog-nifty.com/shyoseilog/2005/08/8_600d.html

人は、いくつもの
組織に同時に参
加できる。

それぞれの組織は、構成
員が変わっても組織であ
る。組織は、定常流的実

在である。

ネットワークとメタ組織は、
いわば社会の横軸と縦軸

矢印は、営業関係。主に、直線は
メタ関係/曲線はネットワーク。
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2-2.「ニート」とは何か

「ニート」は、進路不決断・ミスマッチ退職・再就職困
難によって生ずる。

統計の取り方によるが、日本には、 40万人～70万
人、場合によっては100万人を超える「ニート」がいる
とされている。もはや、個人や家庭の特殊性に起因
する病気では説明ができない。社会現象である。

「ミスマッチ」とは「職種のミスマッチ」ではない。社会
組織とのミスマッチである。どんな「組織」にもミスマッ
チなのが「ニート」の特徴である。

原因は、青年たちの社会性の発達阻害にある。
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2-3. 「学生の知性なき丸暗記」とは何か

学生らは、受験戦争を勝ち抜く方略として、「丸暗記」
を駆使してきた。
大学院や社会に出てまで、「丸暗記」に頼ろうとする。
創造的研究に向かないことはもちろん時々刻々と変
化する経済社会事象や顧客との関係に対しても「丸
暗記」では対処できない。
豊富な記憶事項は必要だが、それらを分類し、抽象
化して法則性を見出す力とその法則を活用する力が
なければ、生物学的生存もおぼつかない。ましてや
社会的活動には不適応である。
認知（記憶）の社会性の発達阻害が「知性なき丸暗
記」の原因である。
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3-1.認知の構造化の阻害
☆A 社会性の獲得の段階（△発達阻害の段階）

0-3歳ころ、家族の存在を知る、はず。（△家族の崩壊）
3-7歳ころ、他の家族の存在や複数の友達グループを知る、はず。（△
一人遊びから仲間遊びへの誘導の欠如、一人遊びは個性を育てるという
誤解）
7-10歳ころ、グループ間の関係や家族間の関係などのネットワークと、
仲間-クラスや家族-地域社会などのメタ組織を知る、はず。（△アイデン
ティティへの抑圧）
10歳ころ、異性を意識して社会に眼が開く、はず。（△社会の仕組みを教
えずにセックスを教える学校現場）
10歳以上、組織間の関係の高度な構造を理解する、はず。（△団体活
動への非参加、知性なき丸暗記の強制）

☆B 社会性の高度化の時代
10歳程度を境にして、青年は、認知の構造化に目覚める、はず。 （△団
体活動は少なく、知性なき丸暗記の強制は続く）
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3-2.コンピュータ技術に見る記憶の社会性

知性なき丸暗記

構造化認知能力
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3-3.アイデンティティ（パーソナリティ）と
社会性

共同体成立の条件（伝・ガルブレイス）

・自分のことは自分でする。

・一人は、1つ以上、仲間のために役に立つ。
・仲間は互いに助け合う。

・共同体は社会に貢献する。

「一人は、1つ以上、仲間のために役に立つ」ためには、
自分の少なくとも1つはある良さを仲間にアピールできな
ければならない。他の仲間にない少なくとも1つ、こそ、ア
イデンティティである。これを仲間にアピールできる青年だ
けが仲間になれるのである。

個性を求めて孤立するのは人格障害である。仲間を求め
て個性をアピールするものこそ健康で正常である。
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4. 「社会性の発達阻害」の学生に、情報教
師は何ができるか

学生の多くは、軽度から重度までの「社会性の発達阻害」状態に
ある。

小中高で克服されなかった阻害を大学の学習の中で解消してゆか
なければならない。

＜解決策へ＞

一人遊びからの脱却 グループ学習

グループとクラス、グループと学外社会を実感させる。

情報社会組織論を繰り返し、教える。

ブログなどによって、社会への参加を果たす。「がんばって自己を
晒す」

段階的発展はほとんど無理。学生の興味は目前の社会である。

未着手課題、クループの階層化（クラスリーダの創出）
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終わり
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